
り又々ヘ、Vジ 産業j組は予う私～  

わが社の戦略ヘッジ商品  

三菱商事甜F出権取引］  
米社に出資、橋頭壁に  
クリーンエネルギーも視野に  編集部  

「可能性がある∴ものはなんでもやりたい」－  

これが三菱商事のヘッジ商品戦略です。まず、  

排出権取引や電力売買、気候変動リスクヘッ  

ジの仲介に進出しましたが、これを橋頭墜に  

グリーンエネルギー（＝風力、バイオ、地熱  

エネルギー）など同社で手掛けられるヘッジ  

商品に肝脇 姶同を広げたいとしています。  

有季は30～・40％に達し、世界最大の実績を誇  

っています。   

そこで三菱商事では単に出資するだけでは  

なく、日本の取締役会に相当するManagers  

CommitteeにManagerを送り込み、同時に  

排出権取引・電力売買伸介に関するトレーデ  

ィングノウハウを取得するために担当者も派  

遣しました。  

さらにナットソース社と東京短資グループ  

とともに今年度中にナットソースジャパン社  

（仮称）を設立する予定です。東京短資グルー  

プはナットソース社の株主であるタレットア  

ンドトウキョウ・リバティー社の日本側パー  

トナーであ一り、関係がさらに密になります。  

この新たに設立した企業を通じ、市場動向な  

どを調査することも検討しています。   

まず瑠扮垂予に進   

三菱商事は、8月にl温室効果ガスの排出  

権取引仲介業務」と「電力完眉・気候変動リ  

スクヘッジの仲介業務」という2ちの分野に  

進出t■ました。   

三菱商事のヘッジ商品戦略はちょっとほか  

の社とは異なります。単独で手掛けるのでは  

な 

ていく」というものです。いかにも世界的な  

ネットワークを誇る総合商社らしい戦略です。   

まず行ったのが米国の総合エネルギーブロ，  

－カー、ナットソース社へ¢出資です。、子会  

社の米国三菱商事と共同で9月セナッ■トソニ  

ス社へ350万ドル出資しました。ナットソー  

ス社は1994年に設立されたエネルギー専門  

のブローカー。天然ガス、石炭、電力といっ  

たエネルギーのほか、二酸化硫黄、窒素酸化  

物、二酸化炭素などの温室効果ガス、さらに  

は天候リスクヘッジなどの商品を仲介してい  

ます。特に各種ガス排出権の取引では市場占  

三菱商事は商品展開でも2つの戦術をとっ  

ています。排出権取引仲介業務はグローバル  

に展開する一方、電力売買、気候変動リスク  

ヘッジの仲介業務は当面、国内で手掛ける意  

向です。これはそれぞれの商品特性やその現  

状を分析した上での判断です。さらに、ナッ  

トソース社の株が値上がりすればそりキャピ  

タルゲインも1追求したいとしていますこ   

しかも、業務は単に仲介だけにとどまりま  

せん。海外の各種プロジェクトに出資もしく  
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紀の一定時点での商いを仲介する形をとりンま  

す。現物取引でも先物取引でをまな 

ド取引（延べ取引＝将来の一定時点での受け  

渡しを前提とした取引）と 

ただ、すぐにこのような商品が巨大市場に  

成長するとは息づていよせん。電力会社など  

は既に自らのリスクで解決しようと研究を進  

めているためで、同社では「電力会社や温暖  

化ガスを排出する企業が自己の責任でリスク  

をヘッジし、三菱商事の商品は補完的なもの  

になる」と位置づけています。   

問題は日本の政策がからんでいることです。  

いま、日本はデギュレーション（規制緩和）  

とリデギュレーション（規制強イ0 の狭間に  

あります。電力はデギュレーション、温暖化  

ガスはリデギュレーションの方向にあり、こ  

れがさらに推し進められれば、将来は大きな  

市場に発展する可飴性も秘めていますが、そ  

れも政策しJ㌧ざl・－いえます。  

は融資をすることも考えています。つまり、  

融資や出資で関係を深め？ 

された排出権のうち′卜くら、かの棒利を取得、  

それを販売しようしいうものです。といノケの  

も、温暖化ガスは世界的に削減目標が決めら  

れていますが、省エネ先進国、日本では削減  

余地が少ないため、削減余地の大きな国の削  

減プロジェクトに協力、その権利を持ってき  

て売った方が得策と判断したからです。  

排出権取引の仲介業務は当面、相対取引と  

なりそうです。売り手と買い手を三菱商事が  

探し、それを結びつけるというものです。し  

かし、将来は「特定の売り手と不特定多数の  

買い手」との仲介や「特定の買い手と不特定  

多数の売り手」との仲介も考えています。こ  

れらをにらんで、3月には世界銀行が組成し  

たプロトタイプ炭素基金に500万ドル出資し  

ました。   

といっても、温暖化ガスの排出量について  

はまだ、企業間で具体的な削減目標は決まっ  

ていないので、2005年、2010年といった21世  構えです。4月には社長直轄の組織「事業開  

発部」も発足させました。それは「商社は本  

≡≡＝il来、■マーケットクリエ  
三菱商事のヘッジ商品戦略   

ノウハウの取得  一夕ー（市場創造者）  

であった。この事業は  

まさにマーケットの創  

造であり、商社本来の  

仕事である」（事業開発  

部）との思いがあるか  

らです。その意味では  

「これらヘッジ商品は  

商社の原点に返った商  

品」といえるのかもし  

れません。  

キャピタルゲイ の取得  

コンサルタント  

市場動向の調査  
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